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日本共産党 
 

日
本
共
産
党
は
国
会
議
員
と
地
方
議
員
が
連
携
し
、
災
害

復
旧
と
被
災
者
支
援
に
当
た
る
体
制
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま

す
。 

 

土
砂
災
害
に
関
し
て
、
国
会
は
８
月
２
８
日
に
衆
議
員
と

参
議
院
で
災
害
対
策
特
別
委
員
会
を
開
会
。
同
日
、
広
島
市

議
会
で
も
緊
急
の
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
緊
急
に
求
め
ら

れ
る
対
策
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
衆
議
院
で
は
、
宮
本
岳
志
衆
議
院
議
員
が
、
参
議
院
で
は

仁
比
そ
う
へ
い
参
議
院
議
員
が
質
問
。
広
島
市
議
会
議
員
で
は
、
中
原
ひ
ろ

み
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
災
害
が
発
生
し
た
当
日
か
ら
、
被
災
地
に
出
向
き
、
被
災

者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
要
望
や
不
安
の
声
を
届
け
る
と
と
も
に
、

国
・
県
・
市
が
全
力
を
あ
げ
て
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
が
土
砂
災
害
の
現

場
を
調
査
す
る
た
め
に
広
島
入
り
し
、
被
災
地
に
調
査
に
入
り
ま
し
た
。 

 

早
速
、
同
日
の
夕
刻
か
ら
、
国
会

と
市
議
会
で
の
「
災
害
対
策
に
関
す

る
報
告
集
会
」
を
開
催
。 

 
参
加
さ
れ
た
被
災
者
か
ら
「
高
齢

者
が
い
る
被
災
者
の
中
に
は
自
分
で

家
賃
を
払
っ
て
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し

て
い
る
方
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
に
も
家
賃
補
助
な
ど
の
支
援

を
し
て
ほ
し
い
」
等
の
声
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
刻
々
と
変
わ
る
被
災
者
の

要
望
を
し
っ
か
り
汲
み
取
り
、
引
き

続
き
、
苦
難
解
消
に
全
力
を
挙
げ
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

国
会
・
市
議
会
の
質
問
と
答
弁 

抜
粋 

               (

８
月
２
８
日
現
在) 

★民地のガレキ・土砂・自動車などの撤去に市が支援を! 

★避難所の環境整備の改善を! 

   ・ 女性の視点からパーテーションや女性専用の仮設トイレを 

   ・ 栄養バランスを考えた食事提供を  

★仮設住宅(県・市営住宅、民間賃貸借り上げ等) 

 ・家電・家具・日用品の支給を! 

 ・市営住宅への入居期間の半年間は延長を 

★「安全宣言」が必要ではないか。 

「戻って暮らせるのか」と不安あり。 

地権者と調整がつけば、

市が撤去する。 

避難者の目線

で対応する。 

・身一つで生活できるように市が 

 準備する。 

・原則は半年だが、状況に応じて 

 延長する。 

土砂災害警戒区域を指定し、市民にリスクを認

識してもらう。移転の支援を国に要望する。 


